	ひょうげん　学習カード

	年
	組
	番
	名前


＜目ひょう＞

·  eq \* jc2 \* "Font:A-OTF 新丸ゴ Pro R" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(みぢか),身近)な eq \* jc2 \* "Font:A-OTF 新丸ゴ Pro R" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(だい),題)ざいから，とくちょうのある eq \* jc2 \* "Font:A-OTF 新丸ゴ Pro R" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(うご),動)きを見つけて，ひと eq \* jc2 \* "Font:A-OTF 新丸ゴ Pro R" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(なが),流)れでひょうげんできるように
なろう。

· 題ざいのとくちょうを友だちとつたえ合おう。

· 友だちの考えもみとめながら，なかよく eq \* jc2 \* "Font:A-OTF 新丸ゴ Pro R" \* hps12 \o\ad(\s\up 12(あんぜん),安全)におどろう。
	自分の目ひょう（たんげんを通して，がんばりたいこと・せいちょうしたいこと）




 ステップ１ 　やってみたいテーマをえらぼう。
	やってみたいテーマ
	


 ステップ２ 　かるたをめくって，思いつくままにおどろう。
	ふかく学ぼう
	 eq \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(あい),相)

 eq \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(て),手)とのきょりが遠いときは，けんと手りけん，どっちを eq \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(つか),使)うといいかな。

	


 ステップ３ 　EQ \* jc2 \* "Font:HGS創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あらわ),表)したいテーマごとのグループを作り，EQ \* jc2 \* "Font:HGS創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(さくひん),作品)にしよう。
 eq \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はじ),始)め　　　　　　　　　　　　　　なか　　　　　　　　　　　　　　 eq \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),終)わり

友だちのいいところを見つけよう
	グループ名
	テーマ
	ちがい，よいところ，くふうしているところ

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　　　　　　

　　　　　
◆　ふりかえり（◎○△で，じこひょうかしよう）　◆
	日にち
	／
	／
	／
	／
	／
	／

	できるようになったことが
あった。
	
	
	
	
	
	

	 eq \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すす),進)んで取り組んだ。
	
	
	
	
	
	

	 eq \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),決)まりを守り，だれとでもなかよく取り組んだ。
	
	
	
	
	
	

	安全に気をつけて取り組んだ。
	
	
	
	
	
	

	友だちの考えをみとめることができた。
	
	
	
	
	
	


	
	本時の目当て
	友だちから学んだこと
	ふりかえり

	／
	
	
	

	／
	
	
	

	／
	
	
	

	／
	
	
	

	／
	
	
	

	／
	
	
	


	学びの記ろく
	· 作品をつくってひょうげんするときは，どんなことに気をつけましたか。

	

	· 作品をつくってひょうげんできたとき，どんなことが楽しかったですか。

	


	自分の目ひょうについてのふりかえり




